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北海道に於けるカラスの被害と防除の研究

(III) 特にカラスの食性と農業との関係

犬飼哲夫・芳賀良一
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1. 緒論

カラスの食性の研究は，カラスの客盆を決定

する上に極めて重要た意義をもち，農林水産業の

被害防除の上に沿いても扶くべからざる問題でる

る。諸外閣に於てもカラスの客盆については古く

から論義されてきたが， E. R. KALMJ3ACH (1920) 

及び、 S.E. ALDOUS (1942)は，カラスと農業との

闘係について康範な研究を行い，大きな成果をた

ーさめた。我悶に於ては，カラスは単なる有害鳥類

として捕獲駆除されてきたのみで，その食事主及び、

産業との閥係については詳細な研究はなかった。

筆者等は第1報 (1952)に於てカラスの生態脱要を

報背し，第2報(1952)に於て北海道に於けるカラ

スの蕃病生態と， トウモロコシ殻芽j~)l との11\1 に将

接な闘係のあることをこ報告・した。 筆者等は 1948

:'.1三10月より 1952"f.. 12月(除1950"1:')までの4年

tilJK.刺殺した 2151~ll休の白内容剖検に基き，カラ

スの食性をと調在するとともに，飼育寅験により各

報の穀物及び肉類にますする晴好やtJ¥iJ食量を調べ，
更に;農作物の被害欣態を調夜した。それ等の調査

結果から北海道に於けるカラスの食牲と農業との

闘係について考察した。

本研究に首り，植物同定の持をとられた農産警

部布i[物製教室館脇操教授，附属植物園石田文三郎

助教授並び、に昆虫謬教室ノj、回fE泰氏に深謝し，色

々御援助下された北海道林政認識政係諸氏に感謝



460 北海道大皐農準部紀要

の意を表する。 1lil本研究には北海道科早研究有IJJl)J

z況の助成を符.て遂行された。

II. 採食習性

三作者等は第 q世に於ては，野外に於ける1国'奈

及ぴiT内容剖検の結果から，カラスの探食習性に
つき考察した。1[1，1々の採食習性については省略し

たが，カラスには二つの探食形態が認められる a

その一つは集凶 lt月(非蕃>î{U~H) に於ける集|事l探食で，

他の一つは蕃殖l切にみられる雌雄の単調採食であ

る。勿論J采食千男性そのものには根本的相濯は認め

られない。

1. 集圏期にがける採食習性

ハシプトガラス (Corvuslevaillantii japonensis 

BONAPARTE)及び、ハシボソガラス (C.corone orien-

talis EVERSMANN) は，蒋丹江J~f!以外には大柴山l を形

成し，夜11\1 はî'1~fiJt共に|司一樹林内にー・怖に郊外村ー

る(1品l版 11参照)。 しかし同開は入り1ftるととは

なく，各々集四百こ作り桜分けている。との砕は夜

明けとともに時を糊れて，多・くの場合ノj、1fl閏を形

成して*ílJf.に川 1t~する。雑時したノj、集凶lは通常ux

ちに探食地に飛来するが，前~l:r時のHた態は試象4条件

に左右-されるととは勿論である。三If者当三は札幌に

於ける翻察結果から，カラスの集岡高11H\\~ と照度と

のftlJf乙桁接な聞係のあるととを認めた。カラスは

持活日 IH50-40分前に鳴き始め;5-10分IMlほど

I鳴きさわいだ後， 照度が 0-1Luxになった頃か

ら離時し始める。向W.t~~HH患は季節によって若干異

なるが， 冬季に於ては第 1 回の離i~~後 1-5 分I! \l

|涌に凡そ 8-16の小柴図， 稀に 20以上の集団に

たって逐弐時を飛びプζつ。その聞係は第 1:;1>むこ示

す虫nくであるが，一般にハシボソガラスはハシブ

トガラスよりも平く期比時するのが認められた。そ

れはハシプトガラスの Populationが，ハシボソガ

ラスの約 ]/5であるという Populationの先による

ばかりではなく，時91置の行動の温いにもとづくも

のと考えられる。とのような現象は単に!向性l\\~Ç，:>場

合のみならや， );fl'tU~の場合にも認められ，ハシボ

ソガラスはハシブトガラスよりもV.く叫にC，，!)還す

るようである。秋季に於ても殆んど1，1]じ航態で離

tl\~'するが，故f;lJの離j~~に全部飛び立つ場合が多く，

したがって庄一々上.6~で、混乱を !I1‘する。それ故冬季

のように， 71~びコヱった i円:が各小WWb\で」ー方向に京

iNに向うととは少ない。J11lち 1-2回に大部分の
ものが一度に混乱しながら飛び立ち， mの上空で-
111，1々 に分かれて飛行する。とのような季節による

離il\!'形態の ~I:::呉は，季節(I'~試象僚1'1:の影響と，I目、わ

れるが，カラス相五の神性1mf乙大きな原凶がある

と考えられる。秋季のカラスの集団は， .正に足立

った子ガラスを1*なう家族の:1:下れであって，冬季

の集国~完成されたカラスの集凶!とするならば，

形成注上の集I~Î\で、あるといえる。旦Ilちその年に足

立った若nは未だ1j出，z¥出動K;康子?づけられていな
いために混乱を生示、るのであろうと巧えられる。

しかしながら秋季の剤師5に認められる混乱は， 11
n IJ!から暫時ifJi('1j~ì L， 12)]には完全な柴I主|を示す

ようになる。

カラスの)/J哨は， 'rJUjl\~に於ける集団行動と全

く逆の現象であって，やはり 1m度が桜木~11\1であ

ると認められる oJlIIち主11¥¥分散していたカラスは，

一般に日入り前後に哨に帥還する。 TOW.1¥'SEND

(19]8)は r.brachyrhy::cllOS の玖il\~について慌汗し

ているが， !限度との隊I係についてはl閃らかでない。

筆者等はとの思liについて制交を行ったととろ， if3
1去に示す如く， !限度が500Lux以下になると，

それぞれの小柴凶でJ!lj方から続々と役時のために

師還するのをこ認めた。組めて稀f丁、担保であるが，

19'1R"1'.の金環食には，札幌に於てMt叫にj早rLJのカ
ラスが);!，ÍJI\~のために削るのが認められた。しかし

その時の~1U皮の鑓化とカラスの行動とについては

I切らかではない。カラスの);fAJ¥¥lはliiin {Jl!.JI1した枯1
;-1えに j¥j.ぴ)向精する場合もるるが，多くはl司-地帯

に於ても多少移動するのが者泊である。 FI泣後!限

度がOLuxとなっても仏Midi呈してうlEるカラスもあ
るが，それ等は殆んどハシブトガラスで，ハシボ、

ソガラスにはJZめられない。カラスの就判15はムク

ドリやスズメ等にみられる);~)I\~ (仁部， 1951)と殆

んど同じで，何度も:1:1R，1休が飛び、上って，相常に

混乱した後に完全に)川JI\~・するものである o

離J:I\~したカラスは員出ぐに探食地に飛来する

が，冬季には詑中で5-]0分11¥1ほど休んで、から来

るものも相'ìi~~!&みうけられるロ採食地にヲIt来した
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カラスは直ちに索餌ナる場合もあるが，多くの場

合は附近の樹木や家屋等に 5~10 分間{立休み，充.

分警戒した後啄食じ始める。カラスの主要な採食

地は，季節によって異なるが，都市近郊に散在す

る塵芥J台場及び屠殺場は， 1年中利用されている。

積三早期にはJ宋食地が限定されるために索餌に困難
し，屡々市街に進出して家庭の陸箱や川添の鹿市

めを漁り，路上の遺棄物等から採食する。海岸地

方ではj魚、場の廃建物に集り， ff.1，の内臓を食い，又
度ー々乾魚、やスルメ等を索める。農場地帯で寸主:I:H~肥

をほり，路上の馬糞からJiE萎等を啄食し，また属
々乾燥中の穀物を啄食する。カラスは採食後寒中

でも毘々水浴を行う。仁部 (1951)によればカラス

の水浴は，気!日E低下の前に特に著しく，気象僚{牛

と特接な関係があると報告している。採食中に於

ても，雨租が全く入り乱れてしまうととがなく，

同一抹食地に於ても場所的に分かれているが，外
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部から心理的睦迫を受けると全く現在してしまう。

したがって自然欣態に於ては雨種の1mには旨ら障
壁があって，互に按分けているのが認められる。

また地四的分布についてみても，t毎潰」や農耕地に
はハシボ、ソガラスの方が多いし，屠殺場附近や塵

芥J台場等に於てはハシプトガラスが優勢で、ある。

とのような差は後越する如く，雨種の食性の濯い

によると考えられるが，またカラスの種相互間の

習性の相違が，雨右1tの行動の注いとなってるらわ

れていると思われる。

カラスの採食の時間的関係は，カラスの消化

能力に左右されるととは勿論であるが， FORBUSH 

(1907)によれば， C. brachyrhynchosの消化時間は約

1 時IW~三であると推定され 1 日に少なくとも 8

回以上啄食すると報告されている。筆者等の観察

では， 雨間のカラスの消化時Itl]は普通 2~3 時間

であると推定される。カラスの消化能力， 1北食畳，

第1表 カラスの離就将と照度との闘係

離 時 | 就鳩
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採食週朋勾;については現在賞験中であるが， ~.雫食

の大きな山が就掃討な 2-3 時間と離ta~後 1-3 時IHJ

にあるととが，塵芥J会場や各種:の農作物の被害地
での観察から認められる。

カラスは不消化物を吐l~出する字予I~tをもってい

る。即ち11.J十・ノj、動物の毛や鳥類の羽毛，及び:固

い樹木の積子等の女nき不消化物は小球形で・吐き出

してしまう。 FORBUSH(1907)にしたがえば，司五均

H時間で、世出する。とれはグカやフクロウ類にみ

られる脅慣と似た習性で、あるが，それほど顕著な

ものではない。カラスの時には}]1々、坪山の吐出物

~みるととが出来る。 TOWNSEND(1918)は Mass.

のC.brachyrhynchos の掛から敢百世iの吐tl~球を採

集し， KALMBACH (1920)は吐出球を分析して 13

杭の昆虫類と 7和の無脊椎動物及び魚類・蛇・野

鼠・モグラ~:;;のfi-片や， 20種以上の杭物積子を殻

見した。カラスの食性研究には吐11:¥球の分析も非

常に重要なものであると思われるo

2. 蕃殖期に於ける採食習性

冬季にみられた集閤の採食習性は， 4月上旬
の集図解散までみられるが，札幌に於ける観察で

は，雌維がそれぞれ単調倒休として索餌し，集国

採食していた形態が 2月下旬頃から集回採食し

ながらも，雌雄の呑が単位となって索餌するよう

に控化して来る(岡版12参照)。したがってその頃!

には 1本の木に呑で幾車U.もがとまっている場合が

多い。したがって冬季にみられた集閤探食の形態

は，帯単位の集閤採食の段階を経て呑の単調採食

即ち蕃殖j~ljの探食形態へと殻展する。それ故探食

習性そのものが礎化するのではなく， ;}事食形態の

鑓化にw"主う習性にほかならない。
蕃殖英I]K於けるカラスの生態については，第

2報に於て詳細に報告-したが，後述する虫nく動物

性食餌の掛食が極めて大であるととは，食倒構成

比率からも明らかでるる。

カラスの抱卵は雨種とも雌が行い，雄は抱卵

中の雌に併を運ぶw出l版14参照)。それがためj准は
明一杯に餌をつめ，喉もとを膨らませてmに運ぶ。
また巣に運ぶばかりでなく他所ーに屡々隠医すると

ともある。食物隠匠の習性は蕃殖JtfJ以外にも)主々

観察され，飼育中の雨和のカラスの幼Iるにも食物

の隠医習性が認められた。

育銅UgJに於けるカラスは，卵7化直後は:恥から

離れるととはあまりないが， 雨者n.とも 4-5日目
頃から活WoTc:U1から離れるようになり，暫時速くか
ら索併するのが認められた。 雛は問fIl~J~1] (~任者等

の観察では附化後5-6日目)頃から食物jを要求し

~fìめ，羽域に羽毛が生え始める頃(舶化後 10 日日)

から主主々盛んに要求する。との頃には雄雌共に雛

に給餌するが，雌の方がより頻繁で、ある。育部jt中

mllWち駒化後20日!8頃になると，指mの羽毛が輸を

はらい完全に生えそろい，寒気に封する抵抗もそ

なわって来るが，彩n:~はその頃から屡々遠方にま

で京餌L，護芽iリ!のトウモロコシ1.11¥を襲う。との

頃の雛は FORBUSH(1907)によれば， C. b，.ach}叫yn-

chosでは 1Rに休置の約 1β の餌をと啄食する。筆

者等のハシプトガラス及び、ハシボソガラスの雛の

飼育覧輸によれば，体重の約 1/3を給併すれば充

分なようである。 解化後30日口頃から雛はj批の

外壁や附近の樹!二に遊んで、親鳥から給餌!され，解

化後35-40s !=l ~iに巣立する。瞬化後 50 日日頃

から単調で啄食するようになるが，巣立後向30-

40 日は親鳥の町lì 育を受ける(lffiil~反 13 参!限)。 した

がって時育期には草原・農耕地及び、海潰等に，親

子の群即ち家族集凶lで・採食するのが観察される。

その後とれ等の家族集閣が漸弐一定地匝に集まっ

て，やがてカラスの集閤を形成し始める。

カラスの雛の排11止現象は，雛の食物要求予;の

増大とともに活設になってくるが，開f11Ut!)Y'iの幼

弱な雛に於てすら， 11II"]を:誕の外方に向け1F;座外

に排11止する。 トH脚が自由になるようになると産座

の外壁に立って巣外に排池する。羽目|止は巣立前の

雛に於ては受~Jf直後に反射的に排11U:するが，巣立

後に於ては単一上に遊びながら随時排世し，日毎に

頻繁となる。しかし一度の排1Ul:長はおYJi応とI司じN:

で， :~t=O:Mífの雛の号:に比して著しく少ないようで

ある。またカラスは雛の時代から自分の明を他物

にこすりつけてきれいにする習性をもっている。

これは雛のみなら示、成鳥に於ても}M々 見交ける神

性で，啄食後に行うiA1合が多い。とのような膏性
は雨租ともに認められ，蒋地1切に於けるカラスの

習性には，和知聞の相主主は認められない。



犬飼・芳賀一一北海道に於けるカラスの被害と防除の研究

IlI. 胃内容剖検による食性

1. 賓験方法

カラスの捕獲は全て有害鳥獣捕控許可に基く

銃搬によった。その主な採集地は札帆市近郊であ

るが，時に鵡文島・名寄・砂川・遠軽・様似・旭

川等の各地方からも拍獲した。拍挫及び胃内容の

底理は 1948年10月より 1949年 10月までを補JIJlLlj-

(第 1 報)が行い，以後筆者~fî;が継植したものであ

る。抽狼1Vil休は全て椴剥製として保存し，宵はフ

ォルマリン底土mをと行った。胃以外の諸器官も全て
内部寄生虫研究の資料とした(若|礼 1952)。

f¥1内容の剖検教は第2去に示す如く，ハシプ
トガラス (Corvusle.vail1antii japonensis BONAPART) 

が1001同体， ハシボソガラス (ι corol1eorientalis 

EVERSMANN) 泊~ 1151匹H本で・ある。

第2表月別主li獲表

月

λ

一
一フ一

O
T

--
J

ノ一ソ一

1
1

f
一
Z
一
シ一

8

、一
J

一
、一
ヌ一一フ一

O
T

，，-

J

ノ一
ド
L
i
l
i
-
-

e

一
7

一
シ
一
色

、一ノ一
¥Jr 

4 4 3 3 14 

2 4 4 2 Il 

3 。 4 4 9 

4 l 2 4 8 

5 2 2 6 II 

6 3 2 2 8 

7 4 7 6 18 

8 14 12 10 10 46 

9 3 6 9 14 32 

10 3 3 8 12 26 

II 7 4 4 O 15 

12 6 8 2 17 

47 ラ3 53 62 

100 115 

白内容は杢て乾燥兎量訟により測定した。長[1

ち宝物は各々種類別にシャーレ{に入れ，それを

電気'l:lii国器に入れて乾燥せしめた。乾燥は霊長低

下が測定単位以ー下にたるまで行い，微細なものに

はデシケーグ戸を使用した。 iH問;単11'1:は 0.01gで
ある。

統計底現は月別に行い，各ノセ食餌はJfcl言:百分

4回

主事で表わした。しかじ昆虫類及ぴ説菜類等に闘し

て各種類聞の閥係は，重量百分率によるよりも，

検出頻度による方がより油首と忠われたので，頻

度百分率を以て表わした。また食餌楠成の比較は

f検定によった。

2. 金主餌

カラスの胃内容を動物性食餌，植物性食餌及

ぴ雑食餌(非食餌物)に3大別して食餌構成を調夜

した。鳥類の食性調夜は普通勤・植物質に2大別

して調在されるものであるが，カラスは我々が常

に日撃するように実物以外のものでも啄食する習

性をもっている(仁部， 1951)。即ちとれ等のもの

は奇liiクズ・紙クズ・小木片・チューインガム・ゴ

ム等の女nきもので， jf餌とは認められないような

ものであるが，偶然に啄食したので、はなく，明ら

かに故意に採食したものとして，それ勾;を雑食餌

として取扱った。

カラスの月別食餌構成比率.は第3去に示す如

くであるが，年平均の比率はハシブトガラスでは

動物性実餌39.36%，植物性食餌58.早4%で残飴の

2.4096は雑食餌である。ハシボソカ、、ラスは動物性

食餌29.37%，植物性食餌70.63%で雑食餌は 0%

(0.006%に相常するが棄却した)である。 即ちハ

シプトカラスは雑食餌を啄食するが，ハシボ、ソガ

ラスは殆んど稀にしか採食しないととが明らかで、

ある。雨種の食性にはl切らかに差異があるように

思われるので，雨極の主i三千均食餌構成の比率にも

とづいて f検定してみると，第24去に示す如く

雨極の食事主の異なるととが認められる。 !!!lちハシ

プトガラスはより動物性食餌を啄食し，ハシボソ

ガラスはより杭物性宣餌，を灯ー負する種であるとい

える。また非食餌物の啄食はハシボソガラスでは

あ京めて稀であるが，ハシプトガラスは第1闘に示

す如く，冬季には組めて普通に啄食している。雨

租のカラスの食性に有意な差が認められたととは，

OE越した雨有ttの採実行動のz:f:，即ち「棲分け」を
裏付ける有力な論設であるとZ与えられる。

雨郡:の食餌構成比率を月別にみると，蕃殖期1

に相官ずる 4月-7月には動物事!:食餌が杭物事t食

餌の比率より大で，農作物の結貰兵Ijに常る 8月~

11月には逆に杭物性食餌章;が増大している。また
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積雪期である12月-3月には，ハシブトガラスで

は著しく雑食tutを啄食するのが目立つ。ハシボソ

ガラスでは雑食餌は殆んど保食されす下，布{[物事仁実

餌が2月まで探食されている。とのような食事tの

季節的鑓動にもとづき，ハシプトカ、ラスに於ては

4 月 ~7 月の動物性食餌J~]' 8月-l1rJの杭物性

食餌jgj，12 月 -3 月の雑食mlに匝分'して，各j~fj に

於ける食倒:f，1i成比率に有意な主があるか否かを χE

検定してみると， NOI品i及び第4去に示す如く境

勤のあるととが認められる。ハシボソガラスに於

第3表 カラスの月別食性表

ノ、シ7'トカラス ノ、シオfソカフス
月 町一包 IMljf!lJ 'I~明| 雑食餌 個体数I動物性食餌 I組物性食餌1:雑食餌

g I % I g I % I g I % I g I % I g I % Ig~ 

8 8.68 30.08 16.11 55.85 4.06 14.07 6 2.92 14.66 17.00 85.34 O 。
2 8 2.61 37.82 0.53 7.69 3.76 54.49 3 0.86 32.82 1.76 67.18 O 。
3 4 352 4051 5.09 58.57 0.08 0.92 5 9.73 76.19 3.04 23.81 O 。
4 2 9.63 78.42 2.65 i 21.58 。 。 6 9.43 70.27 3.99 29.7.3 。 。
5 3 6.95 100目。。 O O O 。 8 15.53 73.32 5.6ラ 2668 O 。
6 4 3.41 46.39 3.94 53.61 O 。 4 2.11 3528 3.87 64.72 。 、。
7 5 3.82 57.35 2.84 42.65 O 。 13 20.70 48.25 22.20 51.75 O 。
8 26 33.92 33.40 6758 66.55 0.05 0.05 20 12.58 40.00 18.85 59.93 0.02 0.07 

9 9 6.02 18.19 27.08 81.78 0.01 0.03 23 7.30 12.33 51.90 87.67 。 。
10 6 1.07 7.85 12.56 92.15 。 O 20 5.00 7.66 60.23 92.34 O 。
11 11 8.38 20.01 33.50 79.99 。 O 4 4.08 20.83 1551 79.17 O 。
12 61.17 22.01 33.83 O O 3 0.78 4.98 1488 95.02 。 。

計 1100 1131.061 39.361193.891 58.241 7.96'1 2什115 i 91.021加 7121888ーん31 002 1 0 
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ても，季節的費動がl切らかで、あるが，ハシプトガ

ラスと多少異なり， 3 Fl ~7 の動物性食íìlf.m1 ， 8 

~2 月の植物性食餌!切の存在が認められる。しか

し雑tJlf，j\:~の存在は認められない。即ちハシボソガ

ラスで、は植物性食餌Jt~が長く，ハシプトガラスの

上うた!設食性は認められない。とのように食性の

季節的援動に於ても，両極のIIfH乙差異のあるとと

が認められる。

第4表 季節別食餌構成比率の検定

種

ノ、シアートカ'ラス

月

4 月~ 7Jj 

8 月 ~II月

12月 ~3 月

3 月 ~7 月

ノ、シボソガラス : 8 月 ~2 月

3. 動物性食餌

x2 = 57.88 

59.74 

16.60 

x2 = 62.10 

動物性食餌は家者の肉類，小Pi!i坑類，家禽及

び野.r~， ff，l，貝及びLP殻類，昆虫及ぴ蜘昧類，不lリj

動物質の六つにおil別される。 家畜の肉類とは屠

肉・腐肉及びそれ等に附随する骨片・毛，その他

のものが含まれる。家禽及びJL'f'烏ではそれ等の卵

殻や羽毛主主が主なものである。また小町li乳類は全

て鼠科に屈するもので，消化出進行じて判別困難

なものを不明動物質として取扱った。

宵内容の乾燥霊長にもとづく月別協食比率は

第5去に示す如くであるが，ハシプトガラスの年

千均動物性食餌は， 家畜の肉類が46.83%で最も

.多く，昆虫・賊株主f~が 25.11% で失f立を占め官l

只及び甲殻実(4が14.15%，IJ、Ptli乳類が5.82%，家

;Ç~2えび野X:Jが 0.82% ，不明動植物質が 8.649五であ

る。 とれを月別にみると，家者の肉類は 12n~ 

4 月に故も多く帰Jf:x.され，昆虫類は 5n~11月に

多量に採食されている。 1.(1，貝及び~fl 殻安J'jは殆んど

年中採食されているが 5 月 ~9 月に若干増加1 じて

いる。 小PI!ì乳類の野副等は 6 月~ 12に宣われ，

家TAJ;及び野品もまた年中設見されるが， l!，'f'烏は 7

F1 ~8 月に特に日文って長lì食される。とれにまJ し

てハシボソガラスで・は1.(1，只及び叩殻類:占;34.40% 
で故も多く，グくが昆虫類で、 23.50%，家畜の肉類

は22.71%で殆んど昆虫類と同じ位である。家角'.

植物性食餌

% 

n=4 α<0.001 

38.75 40.26 

180.13 83.40 

n = 2α<  0.001 

雑食餌

|←豆

O 

0.03 

7.22 

O 

O 

野鳥は 4.10%，小Pili乳業員は 0.489杉で，不明動物質

は12.579杉である。 とれ等のととから動物性食餌

の採食に於ても雨積に差のあるととが明らかであ

る。即ちハシプトカ守ラスは家畜類の肉その他を全

動物質の凡そ 47%採宣するのに封して， ハシボ

ソガラスはff.l，只及びfp殻類を:凡そ 35%採食し，

肉知はit虫類とl司じ程度しか掠食していない。月

別の綜食傾向はトH:f1"Rとも殆んど同じであると忠わ
れるが，詳細については各項に於て述べる。

肉筆者竺在の調?制同体中からは雨棲類・腿虫類

~rH乙屈する食物は全く鷲見されなかったが，清棲

(1952)は附極とも無ー尾類のカエルを食べることを

記載している。

1) 家者の肉類及び小向日乳類

家高知の}著i苅及び1%肉はカラスが最も好食す
るもので，ハシプトカゃラスでは 46.83%，ハシボ、

ソカザラスでは 24.95%である。 とれ等の肉類は主

に屠殺上場・陸芥拾場及び家庭の塵箱等から索餌し

たり，また路上.に遣業Lである犬・猫等の屍休を

啄食したものであると思われる。また比較的最近

までは，放牧中の小羊がカラスに突き殺されたと

とも稀ではなく，飼い犬や子猫等も突き殺された

とともあった。飯森(1935)はカラスの集闘が犬を

突き殺し，内臓を引/:Hして食ったととを報告して

いる。ま7ζFORBUSH(1927)はC.brachyrhYllchosカ2
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第5表 動物性食餌の月別様食表

I •• 家帯の肉類 | 小市乳類 |家禽及び野鳥|魚貝及び甲殻類1昆虫及び鈎附託| 不明動物質積 I J1 I一一一一一一一'.'，，".，'H I ，，~.-.，--_....V I""~"-- . '~Nì-"-'-- :"..-nv'l 
I 'g I % I g I % I g I % I g I % I g I % I g I % 

6.88 79.26 O 。 0.33 3.80 0.70 8.07 O 0.77 8.87 

2 2.56 98.08 O O 0.02 0.77 0.01 0.38 O 0.02 0.77 
ノ、

3 3.40 96.59 。 O 0.01 0.28 0.11 3.13 。 O O 。
シ

4 8.13 84.4.2 。 O 。 。 O 。 。 O 1.50 15.58 

5 O O O 。 O O 3.93 56.55 2.52 36.25 0.50 7.20 
7守

6 O 。 1.02 '29.91 O O 0.25 7.33 1.84 53.96 0.30 8.80 

7 0.01 0.26 。 。 0.13 3.40 0.95 24.87 ユ73 71.47 。 O 
8 2.13 6，28 1.05 3.09 0.04 0.12 9.14 26.95 20.51 60.47 1.05 3.09 

カe
9 0.03 0.49 0.39 6.49 O O O 。 5.30 88.04 0.30 4.98 

フ
10 。 。 。 O O O O O O O 1.07 100.00 
11 0.34 4.06 0.02 0.2f1 0.46 ラ.49 3.44 41.05 0.01 0.11 4.11 49.05 

FヨL
12 37.90 88.04 3.34 7.76 0.08 0.19 0.02 0.04 O 。 1.71 3.97 

計 |ω|ω1  5.821的|1.071 0判18.55114.15132.91 1 25.11 ~ 11.331 8臼
. 2.32 79.46 。 。 O O 0.35 11.98 O 。 0.25 8.56 

2 0.03 3.49 O O 0.61 70.93 0.22 25.58 。 O 。 。
ノ、

3 6.24 64.13 。 。 0.29 2.98' 3.20 32.89 O O O 。
品〆
4 6.00 63.63 O 。 O 。 O 。 1.46 15.48 1.97 20.89 

日 O 。 。 。 1.90 12.24 8.73 56.21 2.53 16.29 2.37 15.26 

ポ 6 O 。 O O 0.21 9.96 0.63 29.86 0.93 45.02 0.32 15.16 
ソ

7 。 。 0.24 1.16 0.62 299 15.69 75.130 2.33 11.26 1.82 8.79 
8 4.64 36.88 。 O 0.02 0.15 O O 6.5ラ 日2.07 1.37 10.90 

カず
9 O O O 。 0.08 1.09 0.07 0.96 6.55 89.73 0.60 822 

フ
10 2.61 52.20 0.15 3.00 。 O 。 O 0.12 2.40 2.12 42.40 
11 0.41 10.05 0.05 1.22 。 O 2.10 日1.47 0.90 22.07 0.62 15.19 

Pミ 12 0.46 5897 O O 。 O 0.32 41.03 O O 。 。
言f 1 22.71 I 24.951 0併 1 0.481 3引 4.101 31.31 1 34.40 1 21.391 23.5;-1 ~ 1判|四

1ii牧中の小羊を 1年に200頭以上も突き殺したと

とを報告しでいる。 J来食を月別にみると 5月-11

月には少なく， 1，2月-4月に樹めて多い。とれは

動物性食餌Jtrj即ち蕃角証明には肉類以外の動物質を

多量にJ採取しているととを意味し，肉類は主とし
て冬季に採食されていると推察される。とれは蕃

植期のカラスは自己のterritoryを厳守するために，

集国採食地である屠殺場や墜芥持場等から啄食出

来ないためで、あろうと考えられる。

小町Ii乳類としては，ドプネズミ (Rattusllorve-

giclIs)， エゾヤチネズミ (Clethriο1l0mysrufocallus bed-

fordiae)，及びミカドネズミ (Clethriollomysrutilus 7Ili-

kado)の3種をl啄食していた。;}采食三容はハシプト

カ、、ラスでは 4.459杉，ハシボソガラスでは 0.48%で、

前者の方がより啄食するように忠われる。月別に

みると 6月-12月の鼠類の最も活動旺盛な季官liに

のみ啄食している。とれ勾;の鼠類は，いfれも農

林業上の有害動物であるから， l'E.虫類のl塚食習性
とともにカラスの最も有盆なー闘であると思われ

る。

2) 家t言及び、lllf'.1烏
l当主;jの羽毛等の採食は，ハシプトカ、ラスでは

0.82%，ハシボソガラスでは 4.10%である。被害

鳥類は=ワトリの雛及び卯をと始め，アヒル・ムク
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ドリ・コムクドリ・カラフトカワラヒワ・アカモ

ズ等が主なものである。月別にみると冬季には薬品

卯の啄食が多く，蕃>'l10~Jには各殺の野鳥の雛や卯

を好食している。 カラス安類j月1が出凶野i'ヘ恰白ど烏ピ烏bの雛及び

奪するととについては， BAKER (1940)は倍泉中の

シラサギやアオサギの雛や卵を掠奪したととを報

背し，またGROSS(1946)はカラスが掠奪した野鳥

の卵や雛を，宣うために都合のよい底に運ぶ習性

のbるととを確かめ， そのような新食所で 37白i

のケワダガモ卯及び24筒のセグロカモメの卵を

鷲見した。また他の甲子?食f灯がらも多数の7K角類の

卵を設見した。筆者等もまた既越の如く，北海道

のカラスが蕃荊期]に特定の場所に採食物を運ぶこ

とを観察している。また筆者等は町li育英r]のカラス

が多くの野鳥を襲撃するのを翻じた。それ守;はア

カモズ・モズ・チゴハヤプサ・ムクドリ・ツグミ・

カラフトカワラヒワ・シジュウカラ告"で、ある。ま

た海演に於てはウミガラス・ウミウ・カモメ等の

死体を啄食するのを翻察した。

3) 魚只及び~r殻主11

ff.l，類・只~Ji及びrp佐知はハシプトガラスでは

14.159杉，ハシボ、ソガラスでは34.40%である。即

ちハシボソガラスの方がより多く探食ししたが

ってより好食すると推察される。筆者等は海岸に

うちょせられた座間に)豆ー々多数のハシボソガラス

の採食するのをみたり，また塵芥拾場等に於ても

ff.l，貝類の遺棄物をより採食するととを観察してい

る。とれに反してハシプトガラスは肉類の方をよ

り好食する傾向がl切らかである。雨顧とも 5月に

は 5696以上の魚類の掛食Z容を示しているが，と

れは漁村地帯に於て捕獲したためで、あると忠われ

る。啄食されていた魚類の同志は困難で、あるが，

観察によればニシン・サンマ・ホッケ・グラ・イ

ワシ・カレイ等が主なものである。とれ等のもの

は都市及び、農村に於ては，塵芥拾!t~， や家庭のf，!~箱

等から~~餌し!たものであるが，乾燥中のイワシ・

ミガキニシン・カレイ・スルメ告;をも掠奪する

(同版15参照)。躍交品に於て柿挫した3羽のハシ

プトガラスは布{i物'I{l:食餌を全く採食していや，同

時にあliJ生した7羽のハシボソカ、、ラスでは 16.19%

の植物性主餌を揃食していた。とのように，同ヒ

環境に於てもハシボソカ、、ラスはより多く植物質を

1塚宣することが明らかであるが，能息地の環境に

よってハシプトガラスの方がより多く乾J魚類を採

食するととがうかがえる。 1魚、村地帯に於けるカラ

スの被害は甚たであるが，詳細な調在は現在まで

殆んど行われていない。

カラスは海産魚類のみなら示、養ff.J，池の稚魚、や，

水m養鰹等をも掠奪する。とれ等は多くの義組者
や農家の経験するところであるが，春日 (1938)は

カラスの蕃殖期に特に著しいと報告している。ま

た BREWSTER(1883)は川を遡行するマスを， カ

ラスが捕食したととを報告している。

カラスにI尿食された貝類は，ムラサキイガイ・

ホッキガイ及び不IlJj種の3種で、あったが，その量

は極めて僅かで・あった。とれ等は主として座拾場

等から索餌したものと思われるが，石井(1927)は

海訟に於て，カラスがイガイをくわえ吃空中高く

飛び、上り，地上の岩石めがけて落し，中味を啄食

したととをほ汗している。また仁部(1951)は杭雲

中の川沿いで，多数のハシプトガラスがカラスガ

イを，外殻を政ら宇、に聞いて中味を食べたことを

報告している。とのような採食習性は米闘のカラ

スにもみられ， GRUSS (1946)は貝類を一定の岩に

空中か，ら落し℃破壊し，中味を採食すると報告し

ている。

rr殻類とじてはエビ・カユの類の昨片が護見
されている。また他の海産動物としてヱゾパプン

ウニの破片も護見されている。筆者等は採集して

乾燥中のウニをカラスに持ち運ばれたととがあ

り，また嘗て北大植物園内の湧水でサケの卵を瞬

化賞験中， 容器を破壊して殆んど全部(30，000粒)

をハシプトカ、.ラスに食われて賓験を中止したとと

がある。

以上の他にカラスは海損に棲息する多くの f!!~

脊椎動物を搾食する。 GROSS(1946)によれば，ゴ

カイ類や環形動物をも啄食するととが明らかであ

る。

4) 昆虫類及び蜘昧類

ハシプトカ守ラスは年平均 25.11%，ハシボソ

ガラスは 23.50%をとれらの動物から採食してい

る。カラスの昆虫類・蜘昧類の啄食は，雨種とも



468 北海道大些良型部'*日要

4 月 ~lln の 8 筒月 1M]に採食したものであるから，

蒋前期には，他の動物性食餌に比して掠食芸春は非

常に向いととがうかがえる。 l琢食された昆虫・蜘

昧類は全て有害極と認められるものであるから，

カラスの人類に釘する有主主な一閣であるといえ

る。それ守;の昆虫類は第6去に示す通りである。

:U~ 6去は}]))I)I啄食頻度数を示し，頻度百分率はl家

食頻度敢に到する服務j)J1)の敢f['任である。

第6表 カラスの昆虫・蜘妹類の月別啄食頗皮

月
種 2 3 4 日 6 7 

夜 麹 目

革 麹 目

制t的 日

8 9 10 11 12 

3 

16 2 

鋭 1変

ノょ三寸
8.0 

。
2.0 

(%) 
ノ、シポソ
方「ラス

日.5

1.4 

5.5 

4' 麹 日
2 5 3 

38.0 13.5 

鱗 麹

革自 麹

}虞 麹

双 麹

輸i 妹

目

目
3 

目

目

類

2 

2 

2 

2 
5 
6 
8 
12 

3 

2 

12 

2 

8 

8.0 8.2 

38.0 61.6 

O 1.4 

2.0 2.7 

4.0 O 

但し 上部はハシプトガヲス，下部はハシポソカラス 0コ啄食頻度を示す。

カラスの啄食した昆虫類の主なものは，直週

IJとしてはパッグ科の成虫，平趨目としてはクギ

ヌキハサミムシ，崎蛤日はトンボ科の成虫， )'-1.':趨

日はセミ科の成虫及び、幼虫，カメムシ科幼虫であ

るが， tl寺にエゾハルゼミ・アプラゼミ・ェゾアカ

ゼミ等が顕著である。鱗遡目としてはシャクガ科

の幼虫，夜蛾科の幼虫及び卵，鞘趨日としてはオ

サムシ科の成虫，コメツキムシ科の幼虫，ガムシ

科の成虫， クワガグムシ科及て広ゾウムシ科・コガ

ネムシ科の成虫で，種類も啄食量も最も多い。股

趨日としてはスズメパチ科の成虫，双趨はとして

はクロパエ科の成虫及び、幼虫等でーある。蜘!味類は

科名が不明であるが，清楼(1952)はアシナガグモ

の啄食するととを報骨している。とれせ;の見虫類

の中でとi三週日及び:~(~ì週日を最もよく啄食じてい

る。とれは雨障の昆虫類が樹林地帯に多く，且つ

幼虫或いは成虫が比較的大型な歩行性昆虫である

ために，他の昆虫類よりもより!啄食される機舎が

多いのだと思われる。直趨日及び鱗麹 ~l昆虫も比

較的多く啄食されていたが， とれ55;の昆虫類は竿

趨日;鞘週目昆虫よりも，消化のよいととは勿論

i である。

とれ等の昆虫類な何れも直接或いは間接的に

農林業上の有害種と認められているもので，カラ

スの人類に討するll1liーの貢献である。カラスの有

害見虫類.fJ1l:!jl)の役割は，但しカラスの帯植明に於

ける生 i世哨要求と，育雛のために生じた必然~I/;j現

象に外ならない。またカラスの昆虫啄実が有害昆

虫の設生を，他の野鳥頒にみる抑)1mvc.比してEの
程度有意義で、あるかは，カラスの棲息地に於ける

諸保1Iドによりたきな差異があると思われる。しか
しカラスの昆虫啄食が，有害昆虫類のiIliJ限を意味

しないとしても，有害見虫の太鼓生時には他の野

鳥以!二に有月1で、あるととが報脅されている。j;!(lち

北海泣卜勝地方に太鼓生したパックを，英大な教

のカラスが集まってきてたちまちに啄実してしま
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い，問t-l:j使のカラス卵買上げ、中止の原因となった

ととがあり， また明治 44年6月定手腕に大殻生

したフeランコケムシをムクドリとカラスが全滅せ

しめた(粛藤;1953.)0 F0RBUSH (1927)は放牧中の

多数の小羊が突き殺されたので.附近fy棲息する

カラスを殆んど全滅するまで捕獲したところ 3

年後には急:激に:滑)JI1したネキリムシのために，牧

草地の全商誌が破壊され使用不能となったととをと

報背じている。とのようにカラスは他のlLi'烏の啄

食じない大型昆虫を啄食したり，また留鳥として

常に棲息するととは，有害見虫類の大殻生時に非

常に有用で・あるととを推察せしめる。

5) その他の動物性食餌

以上迅ベた如くカラスは非常に多くの動物質

を採食Lているが，筆者等の調査伽l休中に見出せ

得ないもので，他の報告やまた観察により採食の

l切らかなものは，雨棲類及び随虫類''1:属するも眉の

で，主としてカエル(清棲;1952)及び蛇(i也fH;未

殻表，安部;1937)である。 KALMBACH(1920)も

またカラズがカエルやへピを啄食するととを報告ー

しているよとの外筆者等は植物闘のローンや畑地

で， ミミズの類を啄食している家族集固を屡々翻

察した。また林(1938)はカラスが鹿に寄生するダ

ニ類を啄食するととを視察している。

第7表 植物性食餌の月別啄食表

l 月 l樹木の種子|果樹の種子|禾穀類 |豆そ胡|献類 l雑草の種子|不明植物質
|一子下元 Ig I % 1 g I元一|一正寸ヲー|一記寸-%-1つzー「玄-1一子「玄一
10.84 67.28 0.10 0.62 5.14 31.91 O O 0.03 0.19 。 O O O 

2 0.C9 1698 。 O 0.32 60.38 O O 0.12 22.64 O O O 。
3 。 O O O 4.01 78.78 O O 0.07 1.38 O 。 1.01 19.84 

シ
4 O 。 O O 2.65 100.00 O O O O O 。 O O 
5 。。。 O O 。 O O 。。。 O O 。

7' 
6 O O 。。 2.52 63.96 。 O 1.42 36.04 O O O 。

ト 7 0.41 14.44 2.35 82.75 O O O 。 0.07 2.46 。 O 0.01 0.35 
8 ララ.80 82.57 2.52 3.73 1.59 2.35 7.06 10.45 0.27 。目39 0.02 0.02 0.32 0.47 

ヵ-
9 2.25 8.31 O O 1803 66.58 0.46 1.70 5.76 21.27 O 。 0.58 2.14 

フ
10 0.16 1.27 O 。 9.66 76.92 0.52 4.14 1.70 13.54 0.01 0.07 0.51 4.06 
11 。 O 20.22 60.36 3.64 1087 7.82 23.34 。 O 0.83 2.48 

Pミ
12 0.311 1.41 0.02 O 15.15 6883 1.34 6.09 4.75 21.58 O O 0.44 1，99 

計[70.85 [ 36.54 [ 4判'4，.57179.29[ 40列|印[6.71 [ 22川11.36[ 0.03 [ 0川3判1.91
0.27 1.59 O O 。 O O o 0.14 0.82 

2 O 。。 O 1.76' 100.00 。 O o 1 0 。 O O O 
3 。。 O O 1.45 47.70 0;10 3.29 0.7ラ 2467 O |。 0.74 2434 

シ 4 。 O O O 3.19 7995 0.10 2.50 0.171 4.28 O O 0.53 13 27 
5 O O O O 4.50 79.65 O O 0.94 i 16.64 O 。 0.21 3.71 

ポ 6 O 。 O O 305 78.81 O 。 0.62 16.02 O O 0.20 5.17 
ソ

7 911 41.04 3.70 16.67 3.50 15.76 0.66 2.97 467 21.04 O 。 0.56 2.52 
8 11.03 58.51 0.10 0.53 4.21 22.34 0.79 1432 。 O 0.02 0.11 

カ守
9 1.83 3.53 。。37.85 72.93 5.34 12.81 O O 0.23 0.44 

ス
10 0.51 0.85 O 。39.59 65.73 3.18 5.28 ~ 16.43 27.28 O 。 0.52 0.86 
11 O 。 O O 12.00 77.37 2.84 1831 0.67 4.32 O : 0 O O 

フ O O O 。13.79 92.67 O O 0.83 5.58 。 0.26 1.75 

[計|山l …I~~O[ 1咋4ヂI~=-Ll千恒三~4~3 ザ 021 0 1 0 I3.411 1.56 
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4. 植物性童餌
カラスの植物性食倒，は，ハシプトガラスでは

58.21!%，ハシボソガラスでは 70.63%で、，ハシボ

ソヵーラスの撤食容は非常に高い。季節的に見ると

蕃殖j引には少なく 9月， 10月及び11月の農作

物の収穫期lに念激に増大している。純物性食併は

更に樹木の種子，来賓の種子，禾穀類，立ソパ知，

蹴菜類，雑草の種子及び不明l1ff物質の七つに細別

した。樹木の種子は果賞の種子以外の林水の種子

で.カラスに食われたのは果肉であることは勿論

である。禾穀類は禾本科に属する穀物を稲L，前i
菜類には各種の果菜類，葉菜類及び根菜類を含め

た。雑草の粒子は草木知の右~子で，稀に鷲見され

た。不明植物質は消化程度の進んだもので，杭実ii

の判別困難なものである。 :ffi]第T去はWi:fJ]i:のカラ
スの月別啄食表である。

1) 樹木の和子

啄食された樹木の種子は，ハシプトカ、ラスで

は植物性食餌の 36.54%， ハシボソカョラスでは

10.39%である。刑事fi:に1家食された樹杭は第8去

に示す虫nく18析に及ぶが， ハシボソガラスでは

その ~Il 9l~Ti.を啄食したに過ぎない。樹極))IJ にみる

と雨杭ともミズキの種子・を故も多く啄食し，ハシ

プトガラスの或る引'JI休からは 131自iの組子が後見

された。次いでハシプトガラスで、はハリギリ(或

る佃休からは363筒が我見された)，イボタを啄食

し， エグニワトコ・ツグウルシ(或る1riJI休からは

118 f;富が殻見された)，ナナカマド等も屡々啄食さ

れている。 表中の%は!塚食頻度百分率で， FI奇麗

の採食が呉たるのがl切らかである。即ちハシボソ

ヵーラスではエゾユワトコが 16.1%(或る伽i休から

は217i;i;iの杭y.が設はされた)，ノプドウが12.9%

で、るる。イボグ・ハリギリ・シラクチヅ、ル・ツグ

ウルシ等もまた啄食しているが，ハシプトガラス

ほど啄食していない。月日IJにみると 3月-6月に

は全く採食がなく 8月及び9)jに最も多く I啄食

している， これは 8[1及び9月に結貰し， 2月以

降には!ifiんどの積子が護見されないためであるが，

第8表 樹木積子の月別思表会頗!交

種 月 ihイボタトペいら|品lz付13山|ぷ|川イ判官l夕刊クリ片隅
3 

2 
ノ、

7 
シ

2 
プ

8 3 4 14 2 
ト 9 
カ' 10 
ラ 11 2 
3ミ 12 l 

， 

% 16.5 113.1130.4 [15.2 12.2[6.5~ 1叶=-=-16.5[4.4[2.210 14.4[2.21 0 1221 0 
1 
2 

ノ、

7 2 
シ

ポ
8 8 2 

ソ 9 2 つ
カ' 10 2 2 
フ 11 
Pζ 12 

% I 1.611 9，7132，3[9，7112，91-;:;-[~~-[ -0 [-~o I~I--;-[-~--[ 0 1 0 [ o [6.5[ 0 [ 3.2 
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イボグ・ハリギリ・ナナカマド・サンザシ等は降

雲朗にも落ち十冒に残っているものであるから，冬

季にカラスはとれ等の種子を啄食したので、ある。

カラスはT-iij越の樹種以外のもC も採食する。

清棲(1952)及び仁部(1951)はハシプトガラスがウ

ルシ・ヌルデ・ツグ・ヤマハゼ等の柴果をI琢み，

ハシボソガラスもまたそれ!;，~;の他に，エゴノキの

果寅，ヒサカキ・=シキギの柴果及びカシの竪果

等を啄食すると報告している。

2) 果質の種子

カラスに採食された果貰類は，自内容として

はリンゴ及びサクランボの2租のみが護見され，

その量はハシプトガラスでは2.57%，ハシボソガ

ラスでは1.74%で極めて僅かで、ある。観察によ

ればリンゴ・サクランボの他に，ナシ・プドウ~!;;

も啄食されているが，清棲(1952)は，ハシプトガ

ラスが柿もまた啄食することを報脅している O

KALMBACH (1920)は C.brachyrhynchosがリンゴと

イチデクを好定し，オレンジ等も啄食するが，イ

チゴ・プドウには著しい被害はないといってい

る。何れにしても啄食するのは種子ではなく果肉

であるととは勿論である。したがっ七護見種子量

から直接に泉質類の被害程度を論十るととは出来

ない。即ちリンゴ・ナシ等の如く果肉のみを啄食

する場合が多く，したがって種子の護見されると

とが稀である。また果肉は極めて早く消化されて

しまうものである。したがって種子量の他に，カ

ラスの果質類に到する採食習性をカn!1;jcL，被害を
調~Eせねばたらない。収穫期のリンゴ、闘に於ける

カラスの被害をみると，早く色づき完熟したもの

ほど先に啄食されている。とれ25;の被害物は早期

に出荷出来るもので、あるために，その粧掛fl'~影響

は極めて大きい。したがってカラスによる果貰類

の被害には，カラスの採食習性を加味し，更に商

品{買値への影響を考慮せねばならない。

カラスの果賞類の啄食習性は，多くの場合食

うために穿くととよりも，むしろ突き落すこと自

体に興味を感じ ・つの遊戯として行っている感

がるる。したがって落し去ったものを更に地上で

啄食するととは殆んどなく，常に樹に貰っている

ものを啄食する。とれはカラスが外界に封して常

'に警戒を行っている一つの論説であると思われ

る。向第7去の某賓の種子は， 7月のみがサクラ

ンボで，他は全てリンゴである。

3) 禾穀類及び豆・ソバ類

禾穀類は，ハシブトガラスでは40.90%，ハシ

ボソガラスでは 61.35%で， 後者の方がより女子食

するととが明らかである。豆・ソパ類は，ハシプ

トガラスでは 6.71%;ハシボソガラスでは.5.94%

で雨種のl切には大きた差がたい。季節的にみると

雨種とも1:'.¥三中採食しているが，第7去にみる如

く7月， 8月には幾分減少す.0。豆・ソパ類は 7

月以後にのみ啄食されている。

禾穀類及び瓦・ソパ類を更に各種類¥'L細別しt

月別に啄食頻度をみると第9表の如くである。

第9表禾穀類及び豆・ソパ類の啄食頻度

種[月[精米|り封勝|料品腕吋ソパ

3 

2 2 

ノ、
3 1 

4 2 
シ
5 

7" 6 2 

7 

8 2 2 3 4 
カマ
9 4 2 4 2 

7 10 2 2 

3ミ
11 5 

12 3 2 3 

% 17.4120.9: 9.0 ¥ 0 ド091刈6.019.0 12.9 
3 

2 l 

3 l 
ノ、

4 2 2 
シ
5 3 

オf 6 3 2 

ソ
7 3 2 

8 2 5 2 
ヵ-
9 9 3 11 11 F 

フ 10 11 1 7 9 4 

^ 
11 2 

12 2 

% ¥ 
3.1ド2.7¥7.1¥ 3.1ド8.9ド1.9¥1.5¥7.8¥3.9
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:U~ 9去によれば雨種とも燕萎・制・トウモロ

コシを好食するととが認められる。それに反して

薬類及び豆類はあまり啄食されない。 H別にみる

と燕萎は殆んど 1年中啄食されているが，とれl主

主とじて地 kに落ちているものを啄食したり，ま

た馬糞勾:の中から啄食したもので，農作物を直接

加害したものではないと忠われる 0・トウモロコシ

は8月-2に採食され 9月， 10月が特に著しく，

トウモロコシの結質期に加害しているととがうか

がえる。また6月にみられる啄食は， トウモロコ

シの設芽期に啄食したもので，勾t年著しい被害の

費生をみる。向トウモロコシの被害j状態について

は後述した。籾は精米と匝別したが，燕&~同様に

1年中採食している傾向がうかがえる。 しかし秋

第10表 議菜類の隊食頗1支

種 月 |問瓜|南瓜|側 1，マト|ザM123

2 2 

ノ、
3 

4 
シ

ラ

プ 6 

ト
7 

8 
ヵ-

9 2 

ラ 10 

ス
11 F 1 

12 3 

% 1~.2 ~.5 14.21 8.3125.0 1吋4.2
2 2 

2 

ノ、
3 2 

4 
シ

術日 2 

オf 6・

ソ
7 2 

8 2 
カ'

9 5 9 

フ 10 .6 11 

3え
11 

12 

?五 123.6 [ 12.714ω~[20.り O 

季には乾燥~I:'の射をと啄食するのが屡々翻察された

が， 7J\.川や路上の落t~.((~n; もよく l塚食している。委

指1は一般に前三者よりも啄食されるととが少な

く，しかも主として路地より啄食したものと思わ

れる。瓦・ソパよ:flもまた儲かにl琢食されているが，

播程j~r1に啄食するのが認められている。向被害形

態については別項に詳述した。 • 
4) 前菜類

説菜類の採食は，ハシプトガラスでは 11.36

%，ハシボソガラスでは 19.02%である。第10表

はカラスの各種疏菜類の!尿食頻度注示す。去によ

れば雨粒とも果菜知を最も好食し，ハシプトガラ

スでは市瓜を，ハシボ、ソガラスでは味瓜及び西瓜

を特に好む傾向がIlfjらかで、ある。応鈴薯は雨種と

も比較的好食するようであるが，主として陵芥拾

場或いは臨nÎ~~消ミら索餌したものと思われ， 1.11¥地

に於ける被害は播種別に若干みられる程度であ

る。葉菜類に属するキャベツは，ハシブトガラス

に1{y1Jみられただけで‘あるが，各flTtの果菜類と同
様に加に於ける被害は極めて著しく，別項に詳述

したが，説菜類に到する隔極の日書好は必やしも等

しくはない。とれは隔種のカラスの分布の差異と，

カラスの晴好の主によることを意味する。

5) 雑草の組子及びその他

の植物性食餌

雑草の種子はハシプトカ、、ラスに鷲見されたが，

租名古ご判別するととは困難で、あった。 I塚食頻度が

極めて低いから，雑草の種子のみを;j{~食したので、

はなく，他の物と混食したので、はないかと瓜われ

る。し刀ミし;青t1f:(1952)はハシボソガラス泊1ダデ・
ミソソパ・イヌグデ主主の粒子を突するととをこ報脅

し，また KALMBAcn(1920)はノイチゴや草草の

類をこ食するととを報台している。したがって草木

知の粧子は全く啄食しないとはいえないか，とれ

がカラスに普通な主餌であるとはj目、われない。

IV. 飼育費験によるカラスの食性

元ぅ~多くの動物の食tt研究の主体は，消化管

の内守物の調夜で・，好外に於ける食物の杭矧とそ

の比率を夕、日るととが出米るだけで，先物に封ずる
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暗灯ーやJ品定予:を:確認するととは出ラjえない。昆虫類

の幼虫は食後30分f立で既に原形佐犬うほど消化

するが， その他のものは消化に 2-3時IHl，特に

泊化し難い穀粒や樹木の杭子等では泊化に 4時1m
f立を要する(山階;1951¥ .したがって宵内容古Ij検

にもとづく食餌の比率には，各食餌の泊イヒ率やJ説
食主1:等が加llJ1之されなければならたい。 筆者等は飼
育貫験にもとづいて，カラスのI格好及び拙食長を

調奈し，白内容it.lj検による食性を怖い，廷に野外

視察並びに被害形態について研究をすすめた。

1. 費験方法及び賓験材料

「カラスに2種以上の食物を同時に興えた場合，

より多く f~Jf食した方がより好まれると」いう恨説

のもとに， iEiL塊法(増山;1948)によって寅験を車n
立て，カラスの各和穀物及ぴ肉類にf-tする晴好に
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有意な差があるか否かを検定した。尚伺料は全て

1;列に興え，夕方建読をと秤量して括責量をiJl阪忌した。

f史rl1し7こカラスは，ハシプトガラスとハシボ

ソガラスの2粧で， ともに銃識により手負いとし

ておIiえ，賞験室内(飼育艦は 6x3x6尺)で各個に

飼育したものである。捕獲したカラスは全て散開

による傷が完全に治った後に貰験に使用した。し

たがって正常な佃休とはいい得ないが，カラスの

晴好調夜には大きた影響はないと思われる。筆者

等は最近 Australiancrow trゆとして知られている

cage trap(ALDOUS; Hl38)を用い，カラスの生け捕

りを計聾している。したがって本質験はカラスの

哨好調奈の7象備的なものであるといえる。
2. 穀類に劃する曙好費験

本質験に使用した穀物は， トウモロコシ・籾・

種

第11表 小多・燕喜多・籾に主主する笈験結果

I No. I 1* 1i I 小多 l 郷多 1No. 体重 _1____---_.- I 2 一子一一-/~2一一l

籾

2 

ノ、シ 7'Iカラス

2

3

4

5
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75ラ
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835 

750 

ハ
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ノ

円

U
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守

に

J
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h
ノ

尺

ノ
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0
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2
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。

勺

'
h
q
r
h

，A
'

i

q

J

計 I128 I 1仰

合計 ( 

ノ、シzドソカ。テス

マ
t

a

u

Q

J

に
ノ

K
J
K
1
J

計

合計

215 I 257 104 92 

472 196 

160 

53 / 40 I 67 / 75 / 69 

247 197 

48 I 70 I 79 

(単位=g.)

計

167 

172 

150 

235 

221 

945 

0

2

7

 

ワ
h
q
J

つム

153 

243 

208 

604 

第 12表 ρ シプトカラスの分散分析表 第四表 ハシポソガラスの分散分析表

要因 費助|白峨|不偏分散|分散比 要因 溌動|自由度 l不偏分散l分散比

個体差 9057 4 2264.25 1.38 個体差 457 2 I22850144ヂ

種類柔 40254 ? 20127.00 12.29持普 務d'Jt差 423 2 211.50 I 4.12特

交互作用 2254 8 280237 1.71 交互作用

5史 差 24565 15 1637.66 ヨ呉 差 923 18 日1.27 3.43 

全体 96295 29 全体 I 2508 26 
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小宴・燕穿・稗・粟・大豆・腕豆・ソパの9極で

あるが，それぞれを別記の如く紺合せ，カラスの

穀物に針する晴好を調べた。 f';j餌料は全て煮て興

え，表lやの数f[hlは全てグラム単位である。

1) 小萎・燕萎・籾に封する端女子

3羽:の資料を同時にカラスに興え，帰食堂を

測定じたので、あるが，ハシプトガラスでは5洞で

2回の繰返じを.またハシボジガラスでは3羽で

3回の繰返しを行った。 第 11表及びその分散分

析表(第12表及び第13表)によれば，穀物の種類

去はハシプトガラスでは 1%の危険率で，ハシボ、

ソガラスでは 5% の危険率で、千f~官:と認められる。

即ち 3穂の穀物の中で，ハシブトガラスは燕奏を

制よりも好むととが明らかとなった。またハシボ

ソガラスでは，燕萎が小萎よりも好むといえる。

したがって附租とも燕萎を灯-食するととがl切らか

である。

2) 三五萄黍・燕葵に封する晴好

1)に於ける場合と全く同掠にして貫験したが，

その結果は第14去に示す如くである。 即ち両極

ともトウモロコシの方を燕萎の2俗以上捕食し，

租類主はi切らかに有意で、dうる。したがって雨種と

も燕萎よりトウモロコシの方を好むと認められる。

第14表 玉罰黍・燕重厚に3討する笈験結果

川ゥモロコシ| ェ y パク l 
種 1 No. 1"体重 I~' - i _1'計

I . -I一了寸 2一|一丁丁-2-1

2 

3 

755 

705 

835 65 

84 

35 

12 

q
r

“。。、
U

7

4

0

J

Q

J

 

w
hノ

今

ム

f

0

4

5

Fう
只

ノ

2

247 

264 

246 

245 

80 

4 

ノ、シプトI5 
カeラス

750 I 125 

一?よ~80 J …~~82 I_~三_14三1__2~9
土_1~~05 1加 1151Mlm 
竺_1J891  3;-1

… 

:..:-t:_:l
1
日;-llJill制::li12
l

叶何年三lL87

3) 小委・科・架に封ずる晴女子

寅験は前諸寅験と全く同様にして行った。そ

の貰験結果は立H5去に示す如くである。

第 15 去から N~積とも小委主Ul'~倒的に多量に

啄定し，枠及び栗は殆んど啄食されていたいとと

が¥lJjらかである。したがって小萎が最も好まれる

といえる。しかし稗と栗との/l11には，との場合有

意な ~I;:: は認められない。

第 15表小多・稗・~に於ける質験結果

種 ト
』
三一
MH

2 

3 

170 

160 

290 

O 

第 1&表 大豆・腕豆・ソパtこ3討する質験結果

工竺lHJ1~2~31品|土

出 |175117011卯
1351のi23や35121511A.1J::.

l535 195 685 〆

57 15 
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4) 大立・腕_'i1_.ソメに封ずる日書女子

寛険料;果は第16去に示す女nく， 雨騒のカラ
スともソパ乞多く揃食しているが，ハシブトガラ

スで、は大豆とソパの間には有意な主主は認められや，

ハシボソガラスでは豆類は僅かに啄食されている

に過ぎない。向ハシボソガラスの 1羽は寅険注中

でタど亡じた。

5) 小萎・ソパに封ずる晴好

第 17去に示す女nく組類会は有意で‘， トMiIi:と
も小変の方をより好むと認められる。

第17表小多・ yノマtこ到する笈験結果

1.. _1 小多 l ‘パ|
穏 1 No. 1体重|一二一 」一一←一一」 計

I 1 I 2 j 1 I 2 I 

36 28 2.22 

12 I 750 I 94 I 80 34 26 234 

13 I 735 I 90 I 86 21 18 215 

14 I 750 I 1C4 I n 15 16 227 
ノ、シアー l、

20 42 206 カ。ラス

16 I 810 I 86 I 96 38 36 256 

1543 1487 1凶 11而
1360 

1030 330 

59 1 ~:~ 1 70 94 18 28 210 
60 1 520 !74I 9.2 I 8l6180  

ノL守二ソ|言~I 1144 1186 ! 26 1 3~ 
I 390 

令m.1 1 

以上の各軒!穀類に封ずる宮験結果から，カラ

スの穀物に封する晴好は，一般的にトウモロコシ

〉燕25・糊〉ソパ〉大豆・腕豆・栗であると認め

られる。但し〉記蹴はより好まれるととを示す。

3. 肉及び重量物に劃する噌好費験

カラスは， r:内容剖検の結果から雑食性であ
るととがl切らかとたったが，動物性食餌と杭物性

主餌を過剰に興えた場合，どちらをより多く JilJf食

するかを調べた。即ち穀物と肉とをこ同時に興えた

場合，どちらをより好むかを比較してみたQ

1) 肉とヨミ掲黍にまJする晴好
肉は生のまま小片として，またトウモロコシ

は煮て同時に興えた。 資験結果は第18去に示す

如く，雨種のカラスとも肉の方をIり多く時食し

ているととが明らかである。

第18表 l対・玉罰黍に劃する賃験結果

勺
L

q

J

A

守

755 132 138 150 25 38 53 536 

705 105 150 12ラ 31 29 37 477 

835 200 166 174 20 38 40 638 

750 [117113011531 421 401 311 513 

7801163120012271211151201646 

J、シプト I 5 
カラス 6 

: ¥--¥ 判 1十??h刊rl印叫叫山t"判州れtγ|ドHヒI“;6;:
l刊川日羽ll;;: l ;;判ヰ却中叫:11午ね判11川同同::判:::1l;:; l ;叩:1lHロ同;:引~I直2 

ガラス1弓M1同d己ν1~123~土竺h叫竺l
2) 肉と燕萎に釘する晴好

前寅験と全く同様にして行ったが， 第四去

に示す如く肉の方をより多く啄食して，燕苦手は樹

めて少ない。即ち肉り方が好まれると推fιされる。
第19表 l勾及び燕多にOh"fする質検結果

閑 l エり J グ i 
権 I No. I休mi 門

!ー十二一←i計
1.._.-'-1了E下子 1I 2 I 3-1 

2 755 110 130 180 20 40 10 490 

3 705 100 110 120 25 30 20 305 

4 835 210 130 200 日0 70 40 800 

750 190 130 170 40 60 30 620 

カラス 6 780 200 160 200 40 日0 60 710 

計 1 1810丙雨戸ラ1;50 1160 
瓦「日記丁一 585~1

:;jzl:;:l山lU心:
ガム llìi" \=1雨空I~oI 60 I 9~I q?O 

合計 720 200 

以上二つの貫験結果から，カラスは杭物質よ

りもむしろ動物質の方をより好むというととが明



476 北海道大塾農里幹部紀要

ちかである。じかしながらカラスの食性には季節

的援動のあるととがl切らかであるから，との寅験

結果を一般化するには，各季節影響のあるとと~

%・慮しなくてはならない。向水質験は3月上10に

行ったものである。

4. 穀物及び向の掻食量

1) 玉局黍及び燕萎の概食量

~~20 表及び?第 21 去に示す虫n く， トウモロコ

シの揖食量は，ハシプトガラスでは成鳥1羽につ

き1日143g，川シボソ方ラスでは 125gである。

また燕萎の帰食置は，ハシプトガラスでは1日に

68 g，ハシボソガラスでは 60gである。尚飼料は

第20表玉罰黍の播食量 (g)

種 1 No. I 体重 l 第 l回(第2回

21 785 131 150 

22 620 120 147 

23 1025 143 Iラ7

ノ、シプト 24 1020 138 150 
ガラス

25 885 131 143 

26 880 1ラO 156 

平均 143.土 11.14

61 525 112 132 

62 510 112 120 

ノ、シオfソ 63 550 120 130 
カ矛ラス

64 480 131 150 

平均 125土 12.66

第21表 燕重厚の撮食量 (g)

種 INo. I体重 i第 1回第2回
21 785 46 62 

22 620 76 58 

23 102弓 70 74 
ハシプト 24 1020 92 76 
カ‘テス

25 88ラ 66 68 

26 800 74 64 

平均 68土 11.18

64 550 68 66 

65 480 50 54 

均千 60士8.84

煮て9i!えたもので，したがって京量は乾燥盟主;で・
はない。

2) 肉類の械食是

~~22 去に示す虫f1く， ハシプトガラスでは1

日平均 269gを，またハシボソガラスでは 242g 

を啄食する。 tliJ肉類は豚・牛の1'1;1仮のコマギレで

全て生のまま興えた。また肉の郡安nによる:h[~食長

の差は認められない。

第 22表内の掃食景(只)

種 I No. I休重|第 1凶 1第2同
2 755 247 240 

3 705 300 274 

ノ、シプト
4 83ラ 300 262 

カぜラス 日 750 225 239 

6 780 303 300 

平均 269土 30.32

ソf
ス

し…一-プ
、
カ

ノ

57 

58 

235 

24ラ

ラ70

585 

平均 242土 5.71

カラスの飼育寛験に於ける結果を綜合すると

雨種のカラスは各種の穀物の中で、トウモロコシを

故も好み，燕芽がとれに弐ぐととが明らかであるo

Eえいで汁、要・籾等が啄食され， ソパもまた比較的

啄食される。しかし他烏と異なり，科1・粟t!sはあ

まり好まれないように思われるο 大豆・腕豆主主の

妻美は，ハシボソガラスではソパの方が好まれ，ハ

シプトガラスではた豆は腕豆よりも多く啄食され

た。 トウモロコシの1日のj誹食景:は，ハシプトガ

ラスの成体11'1の平均は 143g， ハシボソガラス

では 125gである(但し乾燥車量ではない)。燕萎

はハシブトガラスで、は 68g，ハシボソガラスで、は

60 gで， トウモロコシの憐食景:よりも低い。とれ

に封して肉類の財宝量は，ハシプトガラスの成体

では1日に269g，ハシボ、ソガラスでは242gであ

った。また肉とトウモロコシ或いは燕萎を過剰に，

しかも同時に9i!えた場合雨積とも肉の方を gl)~倒的

に多くJ給食した。同内容剖拾による宝飾品成比率

は雨積とも植物性食餌の方が高かったが，飼育寅

験では動物性食餌の方が高い。勿論j主餌fl~成の比
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塁手は季節によって費動ずるものであるが，カラス

には，動物性食餌の方をより好む傾向が認められ

る。

v. カラスによる農作物の被害

カラスによる農作物の被害については，

KALMBACH (1920)及び ALDOOS(1942)が米固に

於けるカラスの被害につき報告している。北海道

に於けるカラスの被害は，開拓の進行とともに開

墾地等に於て益々増加する傾向が認められている。

また都市周縁の農耕地に於ても各種の説菜類や禾

殻類特にトウモロコシが加害され，果樹園に於て

はリンゴ・ナシ・サクランボ、等が著しい害を受け

ている。中でも都市近郊に散在する塵芥拾場や屠

殺場附近の農家等では被害が著しく，大字の農作

物が商品憤値を失い，その経済的損害は非常に大

きい。どのため北海道に於ては，古くは開拓伎が

カラスの捕獲を奨励したが，比較的最近に於ても

札幌市では屠殺場周縁の農家に銃を貸輿し，カラ

スを駆除せしめていた。また私立の廃品庭現場に

於ては毎年損害の一部を員捨している現朕である。

筆者等は最近3年聞にわたって農作物の被害地を

調査し，その概要を知るととが出来た。ととにそ

の概略を記し参考に供する。

1)禾穀類

トウモロコシがカラスに最も好まれるととV!，

賞験的にもまた胃内容の結果からも明らかである

が，各種の農作物の中でもまた最も著しい被害を

うける。 トウモロコシの被害は，播種護芽期，結

寛牧穫期及び乾燥中の殆んど全期にわたって認め

られる。護芽期It:於ける被害については第2報に

報告したので削略したが，結賓期に於ける被害も

また著しい([J副版1，2参照)。被害は牧穫間近かの

完熟したものが著しく，若し穀粒が未熟で、宇LAAで・

あれば，外側の尖端部を突っくだけで殆んど啄食

しない穀粒が全く完熟していれば，上部から下部

にかけて順弐鞘を引きさき，穀粒を露出せしめて

啄食する。 トウモロコシは少しでも傷つけられる

と雨水が侵入し，病菌のために腐放してしまう。

またカラスはトウモロコシの科部の尖端にとまる

よりも，賓の尖端にとまるととが多いために，穂

が付根から折れてしまうことが多い。 トウモロゴ

シの被害は，知1の外線部に著しく内部のものはあ

まり加害されていない。また被害は下部には少な

く上部のものほど著しい傾向が認められる巴とれ

はトウモロコlシ知1の外総部や上部の方が啄食し易

いばかりでなく，カラスは逃避するにより安全で

あるととを白から認知しているためであろうと思

われる。賓際カラスほど人聞から迫害を受けた烏

はなく，またカラスほど保護本能の強い鳥類はな

い。それ故収穫期に於ける被害は，細長くしかも

疎に作付した畑では大きく，正方形)'1至矩形にし

かも箸¥'1'乙作付した加では被害は極めて少ない。ま

たトウモロコシの品種別にみると，一般に食用に

供される硬粒種の被害が著しく，家畜の飼料とす

る歯粒種は殆んど加害されない。即ち前者はより

平生で、且つ甘味もあり，収穫に便利たように疎に

作付けられる場合が多い。とれに封して後者は家

畜の飼料を目的とするために，出来るだけ析に作

付けし，しかも大面積に栽培し，且つまた梓の生

長がよいために穀粒の成熟が握く，したがって殆

んど加害されない。収穫後のトウモロコシは貯戴

のために乾燥するが，とればミヤマカケスやカラ

スの結好の採完封照となり，屡々著しい被害をう

ける乾燥中のものは穀粒が露出しているために，

短時間に著しく啄食されてしまう。とれ等の被害

を時間的にみると，就時3時間前頃に最も著しし

霊聞は比較的少ないように思われる。

籾は 1年中l塚食されているが，被害として寛

際に認められるものは刈取り後の乾燥中の稲穂の

啄食である。また直播水田に於ては組哲也を啄食さ

れるとともあるが，被害としては極めで軽微であ

る。 7](相のl枚穫期にはカラスは集国を形成してい

るので， 10-30洞の集国で刈取り前θ穂を啄み，

稲架にとまって乾燥中の穂を啄食する。また落穏

や乾燥中の帯、をくわえて行き，安全な底で啄食す

る場合も多い。したがって被害は9月-10月に護

生するが，それ以外の月は燕萎や萎類と同様に，

地上に落ちたものを啄食したものであって被害と

は無関係で、あると思われる。

委・燕婆類、は籾と同様に 1年中採食されてい

たが，それ等の穀物がカラスに食害されたととは
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ないように思われる。 KALMBACH(1920)は小宴

類の被害の少ないととを認め， トウモロコシの被

害の著しい庭では小萎を杭栽ずべきことを主張し，

GROSS (1946) もまた強調している。 ~I者等もまた

小委・燕姿等の対日に於ける被害についてはまだ調

読の機合にめぐまれないが，若干・の被害はあると

足、われる。しかし啄食する多くの~~.類は地上に落

ちているものを啄食したものと忠われる。豆類も

また播種期に啄宣されるととが知られているが，

北海道に於てはキジバト・コウライキジ等による

被害の方がより大で，また屡々混同される場合が

多い。しかし他の作物に比して被害は少ない。

2) 競菜類

疏菜類の中では果菜耕に属する大部分のもの

が食害され，葉莱知ではキャベツ・ハクサイが，

また根菜類では馬鈴薯が食容をうける。果菜類と

しては西瓜・南瓜・味瓜・白瓜・胡瓜・トマト及

びナスビ等が著しく，中でもウリ科のものが被害

甚大である(l司版3，4，5)。被害形態は大差たく，

何れも成熟しきったときに果肉を突き破られ，中

の租子まで啄食されてしまう場合が多い。しかし

1筒を全部啄食するととはなく，少し啄食した後

第23表 農作物の被害表
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但し ・はハシプトガラスはハシボソガラス

の胃内容剖検にもとづく啄食を示す。緊hは
良作物の被害期を表す。

また別なものを突き始め，一度に多数のものを食

害する。凶瓜等の虫nく比較的堅いものでさえも突

っくが，西瓜・ TY4JAでは播顧問に於ける被害もま

た軽脱出来ない。~\t菜類としてはキャベツが故も

著しい食容をうける。即ち収穫期に建し完全に最古

賀した球果の頂部にとまって上部側面から突っき

始め，大きな食害をみせる(1品i版 7，8参照)。ハク

サイもまた同様に食害されるが，キャベツに比し

て被害は少ないように思われる(岡版9，10)。根菜

類では馬鈴薯が屡々啄食されている。一般に馬鈴

薯の被害は海岸地帯のt.lIl地に多く護生している。

それはカラスが馬鈴薯を啄食すると同時に，肥料

の魚糟をも啄食することが出来るために)豆ー々著し

い被害が費生し，再播積右と{余儀なくされる。とれ

塁手の説菜類を月別にみると第23去に示す虫nくで
ある。

3) 呆費類

よ良質類の被害は，北海道では栽上青果樹の租類

が少ないために， リンゴ・ナシ・サクランボ等が主

なもので，ブドウは殆んど食害されない。被害は

何れも結寅後に護生するものであるが，リンゴ・ナ

シ等に於ては袋掛けしたものが屡々突き破られ，

二度三度とやりなゐしを行うことも稀でない。 リ

ンゴの採実習性については植物性食餌の項に於て

述べたので省略した(刷版6参照)。

以上述べたカラスによる農作物の被害を月別

に綜括すると第23去の如くであるが， とれ等の

被害は主に啄実によって護生した直接的被害であ

る。しかし果菜類及び実菜頬に於ては僅かの傷か

ら府政をきたす場合も多い。また}Jll害された農作

物は地上に落ちて，有害昆虫類や野.Gt笥;に食害さ

れ，千{客動物の護生を助成する可能性もあり，そ

れ等のfi¥J接的影響も無脱するととは出来ない。ま

た果寅や菰菜類に於ては，軽微な傷であっても商

品{民自立が著しく低下するために，経済的影響は極

めて大である c fnJ筆者・~;は目下被害防除の方法に

ついて研究を進めている。

VI.考 察

カラスは濃黒友色彩，耳障りな鳴き聾，そし

て極端なを交滑性を有するととによって，全世界の



定性とは認められない。しかし雨種のカラスの食

性は一見非常によく似ているが， 第 24去に示す

如く食餌措成の比率に有意な主が認められ，ハシ

プトガラスの食性とハシボソガラスの食性は異友

ることが明らかである。.f!!lちハシプトガラスは動

物性食餌をより好食し，ハシボソガラスは植物性

実餌をより啄宣すると認められる。またハシプト

ガヴスは非食餌物を啄食するととからハシボソガ

ラスよりも鹿食住であると思われ，胃石の設見頻

度もハシプトガラスが合計8箇であるのに劃して

ハシボソガラスは 16箇で差があるように忠われ

る。 N司極の食性の差異即ち定い分けの現象は，種

の昼間的分布の差異を意味し，雨種の自然界に於

ける棲分けを立詮するものと思われる。また筆者

等は採実行動に於ても雨種の1mに差のdうることを
認め，時間的にも互にズレあっていることを認め

ている。カラスの棲分けについては今後の研究に

より，他日護去する議定である。

カラスの食性は明らかに雑食性であると認め

られたが，食性は季節的に壁勤し，他の鳥類と同

様に蕃殖期には非常に多くの動物質を要求する。

筆者等は第1凶に示す如く，年平均の食餌構成比

率を基準にして，ハシプトガラスには動物性食餌

期，植物性食餌期及び雑餌期の3英Ijがあるように

仮定され，ハシボソガラスには雑餌期がなく，動

物性食餌期と植物性食餌晃Ijの2期のみが限定され

る。勿論とれ';fMコ食餌期はカラスの食性が季節的

に鑓動するととを意味し，その{限定によって雨種

の食l生の差異が季節的にも異なるととを明らかに

するための便宜的椴定にすぎtr.い。

カラスの動物性食餌は，家畜類の肉，小日IFi乳

類，家禽及び、野鳥，jfA貝及び甲殻類，昆虫及び蜘

妹類がその主なものであるが，農作物に有害な野

j誌や昆虫類を，非常に多量に啄食している。とれ

は既ill;の如く蕃殖期に於けるカラスの生理的要求

と，育雛のために生じた必然的現象で、あると思わ

れるが，カラスの昆虫類啄食が有害昆虫の抑制を

意味するか否かは一概に論ぜられたい。したがっ

てカラスの棲息環境が，カラスの食|主に影響し，

害盆をと左右すると考える。それ故カラスの害益は

カラスの棲息する地方によって異なり，一地方の
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人々から野鳥の中でも特に注意されてきた。

しながらカラスに闘する多くの報背は，カラスに

よる被害についての報告で、あり，またカラスほど

人類から迫害をこ受けた烏類は他にみるととは出来

ない。カラスは間断定記く捕獲駆除され，その一方

害盆について絶えや論義されてきた。しかしなが

らカラスが今日なた施滅するととなし全世界に

虞く分布している由縁は，人類に封する寄生的存

在と，生活環境に3討する旺盛た/1頂l恵性にもとづく，

ものであるといえる。カラスの生活環境に封ずる

11頂!産性，それは人間枇舎に封する趨臨であり，生

産物の季節的受動に伴なう食性の趨陪挫化に他な

らない。

カラスの消化管の解剖率的所見によると，肉

食性と穀食性の鳥類の中間で，主道は喋嚢を快く

が食物で膨大し，砂嚢の外部形態はニワトリに似

るが，完全な筋胃ではなく，典形的た雑食性の形

態を有するととが認められている(第1報， 1952)。

筆者等が2151日l休の胃内容について調査した結果

は， 第24去にみる女nく年平均で、はハシプトガラ

スは動物性食餌を 39.36%，杭物性食餌を 58.24%，

雑食餌を 2.40%である。ハシボソガラスでは動物

性食餌が29.37%，植物性主餌が70.63%，雑食餌

i士会く啄貧されていない。このようにカラスの食

性は他烏に比較して著しく雑食性であるととが認

められる。また飼育貫験に於ても動物性食餌と植

物性食餌を同時に揖食するととから，カラスは皐

しカミ

食餌構成比率の検定

O 
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一時的結果をもって全体を論歩、るととは危険であ

るといわねばならたい。したがってカラスの被害

地ごとに食性の季節的鑓動を調査しそれぞれに

趨蛍な駆除割策を講ぜられるべきであると思われ

る。

カラスによる農作物の被害は主として植物性

食餌期に護生することは勿論であるが， 第 23表

に示す如く中五・燕妻・小委頬は1年中採食されて

いるが，被害としては籾が収穫期に加害されるだ

けで，他は殆んど落穂や地上から啄食したもので

あると認められる。とれに反してトウモロコシは

殆んど全部が被害を意味しているととは注目すべ

き賭である。飼育寛験の結果によれば，雨租のカ

ラスはトウモロコシを 1日に 130g(乾燥霊長では

ない)内外を啄貧し，燕委主主らば 60g以上をこ啄食

することが明らかである。またカラスはウリ科の

果菜類(西瓜・味瓜・白瓜・胡瓜・トマト等)やナ

スビ及てFキャベツを始め， リンゴ・ナシ・サクラ

ンボ等の来賓をも啄食7ずる。とれ等の被害は都市

近郊の農耕地に特に著Lく，農家の悩みと主主って

いる。 .!!Ilち疏菜類や果寅に封する被害は，極く軽

微な傷でるっても腐肢をまねき，或いは商品憤fu主

を著しく低下せしめる。 したがって童文洞のカラス

によって著しい経済的損害をとうむるととも稀で

はない。じかしとのような被害があっても，他の

野烏の食ぺ友いような大型昆虫を好食し，大我生

時には他の有盆烏:額以上に有盆である可能性を有

しているととから，カラスの捕獲駆除には，被害

地持に食住を調査し，充分討議した後に池宮主主駆

除封策を講ぜねば主主らぬと思われる。即ち棲息、教

のより過剰なととろでは捕獲駆除の封策を講やる

べきであると結論される。 i

VII. 要約

1. 北海道に於けるカラスの食住を， 100珂

のハシプトガラス， 115羽のハシボソガラスの胃

内容剖検及び飼育賓験の結果から明らかにし，観

察による農作物の被害昧態について述ペた。

2. ハシプトガラスの年平均動物性食餌は

39.369杉，植物性食餌は 59.24%，雑食餌は 2.40%

である。ハシボソガラスでは動物性食餌は 29.37

%，布(i物性食餌は 70.63%で雑食餌は Oで、ある。

3. 雨極のカラスの食性に季節的費動が認め

られ，蕃刑期lには多量の動物性食餌を啄食し， 8 

月以後には植物性食餌霊;が増大する。ハシプトガ

ラスでは 12月-3月に多量の非食餌物を啄食し，

より鹿実性であることが認められる。

4. 同種の胃内容剖検及び飼育飽食結果にも

とづく食餌構成比率をが検定すると，雨極の食餌

構成の比率に有意なー差のあることが認められ，雨

種の食性は異なるととが明らかである。即ちハシ

ボソガラスは植物性安餌を好食するが，ハシプト

ガラスはより動物性食餌を好み， しかも駿食性を

有する種であると足、われる。

5. カラスの動物性食餌の主なものは，家畜

類の屠肉及び'lJlJ肉，五l笥;の小Pflj乳類，家禽及v:野

鳥，魚貝及び甲殻類，昆虫類及び蜘昧類等で，雨

棲類及び聴虫類は本調査には護見されなかった。

カラスの啄食した昆虫類、の主なものは，直趨日・

崎蛤日・革趨目・鱗趨目・羊趨目・鞘趨日・膜趨

日及び双趨目の各科に属するものである 6

6. カラスの植物性実餌は樹木の種一子，果寅，

禾穀類，豆類， ソパ類，疏菜類及び雑草の種子主主;

が主なものでるる。とれ等のうち被害の著しいも

のは， トウモロコシ・籾・西瓜・南瓜・味瓜・白

瓜・胡瓜・トマト・ナスビ・キャベツ・隠鉛薯・

リンゴ・サクランボ等が主なものである。

7. カラスの害盆は，カラスによる被害と有

害動物駆除による1i"!値との関係に於て決定される

べきで，被害による一方的な捕殺駆除は望ましく

ない。それ故地方ごとに趨蛍主主防除針策を講やる

べきであるが，棲息過剰による被害地では捕殺に

より棲息、裁を減少せしむ〈きである。
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Summary 
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1.羽Tehave investigated the food habits of the crow in Hokkaido. The number of stomachs used 

for the food analysis was 100 for the ]apanese jungle-crow， Corvus levaillantii japonensis BONAPARTE and 
115 for the carrion-crow， Corvus corone orientalis EVERSMANN respectiveIy. The observation with the 
alive crows in captivity and on the damage done in the field was made in addition. 

2. The jungle-crow took on the average 39.36% of food from animal origin and 59.24% from 

vegetables while remaining 2.40% was none-food materials including paper， cotton， wood pieces etc. .' In 

the carrion-crow th巴animalfood made 29.37% and the vegetable made 70.63% of the total. There was 

no trace of the none-food stuff in the stomach of thc lattei. 

3. The kind of the food varied according to th巴 seasoncoI!ected in both species. GeneralIy speak-

ing， in the breeding season animal foods were taken more frequently than vegetable ones of which th巴

latter were increased after August of th巴year. The jungle-crow was found to be almost ravenous taking 

none-food stuffs particularly from Decembcr to March. 

4. The results of the food analysis in the stomach and of the feeding experiments of the living 
crow showed that there is statistically a significant difference between two species of the crow with 

regard to the food‘habits. The jungle-crow prefers the animal food， being sometimes the scavenger 
taking even none-food substances while the carrion-crow likes rather vegetable food. 

5. The animal food taken by the crow involved waste and sometimes decayed meat of domestic 

animals， small mammals like rats， wild birds， chicken， fishes， molluscs， crabs， insects， spiders， etc.. Neither 

amphibia nor reptile has been foui.1d eaten. The insect taken by the crow covered many orders， nameIy 
Orthoptera， Dermaptera， Odonata， Lepidoptera， Coleoptera， Hymenoptera and Diptera. 

6. As the vegetable food of the crow we found tree seeds， fruits， cereals， beans， greens， weed seeds 

etc. . Serious damages on th巴 agriculturalcrop have been reported yearly in Hokkaido， particularly the 
corn， paddy， water melon， me!ons of all sort， squash， cucumber， tomato， egg plant， cabbage， potato， apple， 

cherry etc.， having been attacked. 
7. The question whether the crow is useful or harmful will not be determined only by its damage 

reported. Its activitr in nature in controlling the injurious wild animals is to be considered. In the 

event of the damage of the crow， the co 
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園版説明

1. トウモロコシ(結質主fj)の被害地

2. カラスに啄食されたトウモロコシ(硬粒種)

3. カラスにつつき7喜されたナスビ

4. トマト畑の被害

5. カラスに啄食されたトマト

6. カラスにつつき落されたりンゴ

7. キャベツ畑を襲うカラスの群

8. カラスに啄食されたキャペツ

9. ハクサイの被害地

10. カラスに啄食されたハクサイ

11.離崎直前のカラスの犬集閤

12. 番になって採食する集図期のハシプトガラス

13. rrr宮育期のハシプトガラス(家族的集閤)

14. 抱卵期iに給餌するハシプトガラス(株)

15. カラスの被害を防除するミガキニシンの乾燥場(耀丈島)
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